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コ
ラ
ム 

 

 

「忘
れ
て
は
い
け
な
い
こ
と
」  

 

法
人
・
個
人
会
員
の
皆
様
、
日
頃
よ
り
オ
イ
ス
カ
へ
の
御
支
援
ご
協
力
を
賜

り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

「
と
よ
た
オ
イ
ス
カ
山
守
の
会
」
と
い
う
間
伐
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
グ
ル
ー
プ
が

ご
ざ
い
ま
す
。
豊
田
市
と
オ
イ
ス
カ
が
共
同
で
森
林
保
全
研
修
を
実
施
し
て
お

り
、
そ
の
参
加
者
が
有
志
で
立
ち
上
げ
た
会
で
す
。
現
在
二
代
目
会
長
の
市

脇
公
平
さ
ん
が
会
を
率
い
て
、
山
の
保
全
活
動
に
携
わ
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
こ

の
会
を
立
ち
上
げ
た
の
が
、
初
代
会
長
の
河
野
富
夫
さ
ん
。
河
野
さ
ん
は
、
長

年
オ
イ
ス
カ
会
員
と
し
て
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
愛
知
県
支
部
の
事
務
所
が
名

古
屋
に
あ
る
時
代
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
オ
イ
ス
カ
活
動
を
支
え
て
く
だ

さ
っ
た
方
で
す
。
会
社
を
退
職
後
は
「
山
守
の
会
」を
率
い
て
、
市
内
の
様
々
な

森
に
入
り
、
間
伐
作
業
を
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
河
野
さ
ん
の
温
和
で
優
し
い

お
人
柄
に
誘
わ
れ
て
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
集
ま
り
、
危
険
を
伴
う
活
動

な
が
ら
、
常
に
笑
い
の
絶
え
な
い
グ
ル
ー
プ
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
河

野
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
と
き
に
、
当
時
の
所
長
と
お
線
香
を
あ
げ
に
お
参

り
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
で
す
が
、
そ
れ
か
ら
１
０
年
以
上
の
月
日
が
経
ち

ま
し
た
。 

そ
ん
な
折
、
奥
様
か
ら
お
電
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
「
主
人
が
持
っ
て
い
た

山
林
を
オ
イ
ス
カ
に
寄
贈
し
た
い
」 

そ
こ
で
、
１
０
年
ぶ
り
に
奥
様
に
お
会
い

し
た
の
で
す
が
、
玄
関
に
は
オ
イ
ス
カ
の
会
員
章
が
当
時
の
ま
ま
貼
っ
て
あ
り

ま
し
た
。
お
仏
壇
の
横
に
は
、
河
野
さ
ん
の
笑
顔
の
写
真
と
共
に
、
「
山
守
の

会
」
が
河
野
さ
ん
に
贈
っ
た
お
地
蔵
さ
ん
の
木
の
彫
り
物
が
飾
っ
て
あ
り
ま
し

た
。
奥
様
に
お
会
い
し
て
驚
い
た
こ
と
は
、
奥
様
が
１
０
年
以
上
た
っ
て
も
オ
イ

ス
カ
を
忘
れ
て
お
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
河
野
さ
ん
が
オ
イ
ス
カ
を

ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
に
し
て
活
動
し
て
い
た
こ
と
を
奥
様
は
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た 

翻
っ
て
、
自
分
は
忙
し
さ
を
言
い
訳
に
河
野
さ
ん
を
忘
れ
て
い
な
か
っ
た
か
。

オ
イ
ス
カ
は
「事
業
体
」で
あ
る
前
に
、
「運
動
体
」
で
あ
る
と
教
え
ら
れ
、
そ
の

核
心
に
な
る
の
は
会
員
お
一
人
お
一
人
で
あ
る
と
教
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

会
員
様
な
く
し
て
オ
イ
ス
カ
の
活
動
（運
動
）は
あ
り
え
な
い
の
で
す
。 

物
質
的
な
見
返
り
の
な
い
会
員
様
の
支
え
で
、
今
日
の
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
わ

け
で
す
が
、
そ
の
会
員
様
お
一
人
お
一
人
の
尊
い
働
き
を
忘
れ
て
い
な
い
だ
ろ

う
か
。
感
謝
を
忘
れ
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。 

奥
様
に
お
会
い
し
た
こ
と
で
、
そ
の
こ
と
が
強
烈
に
脳
裏
を
よ
ぎ
り
、
改
め

て
オ
イ
ス
カ
で
活
動
を
し
て
い
く
上
で
、
一
番
大
切
な
こ
と
を
思
い
出
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

目
の
前
に
い
る
入
国
し
て
き
た
ば
か
り
の
研
修
生
た
ち
を
見
な
が
ら
、
想
い

を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。  

 
 

 
 
 

 

小
杉 

裕
一
郎 

  

 

第
１
２
回
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
ズ
ス
ク
ー
ル
開
催 

 

２
月
３
日
、
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
ズ
ス
ク 

ー
ル
が
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
開
催 

さ
れ
ま
し
た
。
高
校
生
・大
学
生
・ 

専
門
学
校
生
な
ど
１
６
名
が
参
加 

し
ま
し
た
。
本
事
業
は
、
中
部
電
力 

と
共
催
（豊
田
市
後
援
）で
実
施 

さ
れ
、
今
回
で
１
２
回
目
を
迎
え
ま 

す
。
我
が
国
は
国
土
の
約
７
０
％
が 

森
林
で
あ
り
ま
す
が
、
私
た
ち
の 

生
活
か
ら
木
を
活
か
し
て
使
う
文 

化
が
な
く
な
り
つ
つ
あ
り
、
森
林
の 

荒
廃
も
深
刻
な
状
況
で
す
。 

本
講
座
で
は
、
指
導
林
家
の
後
藤 

斎
先
生
に
よ
る
「
森
林
の
機
能
・間
伐 

の
必
要
性
」に
つ
い
て
講
義
を
い
た
だ 

き
、
間
伐
材
の
活
用
に
取
り
組
む
オ
イ
ス
カ
山
梨
県
支
部
の
取
り
組
み
と 

中
部
電
力
の
環
境
保
全
活
動
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
間
伐
体
験
は
３
グ
ル

ー
プ
に
分
か
れ
て
、
中
電
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
様
の
ご
指
導
い
た
だ
き
、
安
全
に
体

験
活
動
が
で
き
ま
し
た
。
最
後
に
、
榊
（竹
中
眞
会
員
・碧
南
高
浜
推
協
か

ら
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
）
の
苗
木
を
記
念
に
植
樹
し
ま
し
た
。
本
講
座
に

参
加
い
た
だ
い
た
こ
と
で
、
森
林
へ
の
関
心
と
感
謝
の
意
識
を
高
め
て
い
た

だ
き
、
保
全
活
動
への
参
加
い
た
だ
く
契
機
と
な
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。  

 
 

 
 
 

小
杉
裕
一
郎 

 

 

 

 

 

 

サカキを植樹しました。 

 

チェーンソー体験 

 



 

 

                             

                             

 

                            

                             

 

オ
イ
ス
カ
友
の
会
「
愛
と
絆
」
講
演
会 

恒
例
の
オ
イ
ス
カ
友
の
会
「愛
と
絆
の
集
い
」
が
、
本
年
は
二
つ
の
催
し
を
連
動
す

る
形
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
１
２ 

月
に
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
ア
ラ
ル
海
の 

砂
漠
化
防
止
活
動
の
実
践
報
告
を
、 

長
年
に
わ
た
り
ボ
ル
ネ
オ
島
（マ
レ
ー 

シ
ア
）の
貧
村
の
笑
顔
を
守
る
た
め 

支
援
を
続
け
ら
れ
る
岡
崎
市
の
杉
浦 

さ
ん
親
子
の
活
動
報
告
を
頂
き
ま
し 

た
。 そ

し
て
第
二
弾
は
東
名
ラ
イ
オ
ン 

ズ
ク
ラ
ブ
の
後
援
を
頂
き
、
去
る
１ 

月
２
６
日
今
な
お
戦
禍
に
あ
る
ウ
ク 

ラ
イ
ナ
か
ら
の
避
難
生
を
受
け
入
れ 

支
援
す
る
、
浜
松
市
の
オ
イ
ス
カ
開
発 

教
育
専
門
学
校
か
ら
４
人
（女
性
）の 

学
生
を
当
地
末
野
原
中
学
校
に
招
き
、 

１
年
生
２
０
０
余
名
と
の
交
流
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。 

映
像
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
紹
介
か
ら
始
ま
り
、
「
日
本
の
印
象
は
？
」
「
好
き

な
食
べ
物
は
？
」
等
、
生
徒
か
ら
の
多

様
な
質
問
に
見
事
に
応
え
る
来
日
１

年
余
の
彼
女
た
ち
の
日
本
語
は
素
晴

ら
し
い
も
の
で
し
た
。
最
後
に
、
４
名

の
避
難
生
と
２
０
０
名
の
生
徒
が
豊

田
市
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
共
通
の
花
で

あ
る
ヒ
マ
ワ
リ
の
折
り
紙
に
書
き
込
ん

だ
平
和
へ
の
実
直
な
願
い
は
、
若
者
達

に
と
っ
て
、
ま
た
こ
の
す
さ
ん
だ
社
会

に
と
っ
て
必
ず
生
き
る
こ
と
と
確
信

致
し
ま
し
た
。
正
に
み
ん
な
が
願
え
ば

平
和
は
掴
め
る
！
と
の
実
感
で
し
た
。

折
り
し
も
今
な
お
、
劣
悪
な
状
況
下

で
生
活
さ
れ
る
被
災
地
の
人
々
、
ま

た
今
も
戦
時
下
に
あ
る
人
々
の
苦
難

を
思
う
時
、
今
こ
そ
人
は
優
し
く
な

る
時
そ
し
て
な
れ
る
時
と
感
ず
る
本

年
の
「
愛
と
絆
の
集
い
」で
し
た
。 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

佐
藤 

鋹
弘
（筆
） 

技
能
実
習
生
多
数
入
国
！
！ 

 

１
月
２
４
日
（
水
）
マ
レ
ー
シ
ア
よ
り
秋
田
ダ

イ
ハ
ツ
の
技
能
生
２
名
、
豊
田
市
の
自
動
車
整

備
会
社
、
ワ
イ
ル
ド
グ
ー
ス
の
技
能
生
１
名
が

入
国
し
ま
し
た
。
ま
た
、
２
月
５
日
（
月
）
に
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
よ
り
福
岡
県
の
建
設
会
社
に
配

属
さ
れ
る
７
名
が
入
国
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
よ
り
三

重
県
鈴
鹿
市
に
あ
る
工
業
化
成
の
技
能
生
２

名
が
入
国
い
た
し
ま
し
た
。
総
勢
１
２
名
で
日

本
語
を
勉
強
し
て
お
り
ま
す
。 

皆
、
日
本
の
寒
さ
に
負
け
な
い
ぐ
ら
い
元
気

に
研
修
に
励
ん
で
い
ま
す
！
！
こ
れ
か
ら
お

世
話
に
な
る
会
社
の
皆
様
、
ご
指
導
の
程
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 

 
 
 

 
 

中
村 

仁
美
（筆
） 

 

 

 

日本語研修中 

マ
レ
ー
シ
ア
高
校
生
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム 

復
活
！
！
！ 

 

２
月
２
０
日
か
ら
２
８
日
ま
で
の
８
日
間
、
新
型
コ
ロ
ナ
以
来
止
ま
っ

て
い
た
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
１
３
名
の
元
気
な
高
校

生
が
、
先
生
に
引
率
さ
れ
て
来
日
し
、
ま
だ
ま
だ
寒
い
中
で
は
あ
り
ま

し
た
が
大
変
熱
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
戦
後
か
ら
現
代

の
日
本
史
講
義
か
ら
始
ま
り
、
書
道
、
茶
道
、
浴
衣
体
験
と
高
度
な

ス
キ
ル
を
持
つ
オ
イ
ス
カ
の
会
員
の
方
々
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

渡
刈
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
豊
田
市
の
ご
み
処
理
の
仕
方
、
分
別
の
大

切
さ
を
学
び
、
益
富
中
学
校
で
は
濃
い
文
化
交
流
が
で
き
ま
し
た
。
ハ

イ
ラ
イ
ト
は
や
は
り
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
。
２
泊
３
日
で
心
が
通
い
合
い
、

お
別
れ
が
つ
ら
か
っ
た
で
す
。 

 

セ
ン
タ
ー
の
研
修
生
も
日
本
で
の
先
輩
と
し
て
弟
妹
を
か
わ
い
が
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
心
の
通
う
交
流
、
ぜ
ひ
続
け
て
い
き
た
い
も
の
で

す
。
オ
イ
ス
カ
会
員
の
皆
様
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
方
々
、
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
１
５
名
の
マ
レ
ー
シ
ア
団
、
心
に
た
く
さ
ん

の
お
土
産
を
詰
め
て
、
名
残
惜
し
そ
う
に
笑
顔
で
帰
国
し
ま
し
た
こ

と
を
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
最
終
日
ま
で
、
安
全
運
転
で
マ

イ
ク
ロ
バ
ス
を
運
転
し
て
下
さ
っ
た
中
山
さ
ん
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
最
後
に
付
け
加
え
ま
す
が
、
今
回
の
高
校
生
全
員
、
み
そ
汁
好

き
に
な
っ
て
帰
国
し
ま
し
た 

笑
！ 

  
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

宗
像 

ジ
ュ
イ
エ
（
筆
） 

  
 

 
 

益富中学校でダンス披露 

最終日清水寺 



 

 
      
 
 

 

                      

                             

                             

                 
 
 

 

            

 

 

 

 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

１・２月研修生の活動   グレゴリー（記） 

キ
ュ
ウ
リ
と
ピ
ー
マ
ン
と
ナ
ス

の
た
ね
ま
き 

  ト
マ
ト
の
た
ね
ま
き
で
す 

  

ヒ
ヨ
コ
で
す 

 

ジ 

 

 名取海岸林再生プロジェクト研修参加 
 
2 月 10 日にオイスカ海岸林再生プロジェクトの間伐に参加

しました。面積は 1,100h で、そのうち 100h はオイスカが管理

しています。オイスカ名取市ボランティアと一緒に間伐をしま

した。500 本くらい木を切りました。大変でしたが、楽しかったで

す。海岸林再生プロジェクトは大変きれいでした。キジも見ま

した。間伐作業が終わってから焼き肉を食べ、勉強をしまし

た。 

切った木はウッドチップで発電に利用したり、堆肥として利用し

ます。 

   シャン・バボ・ジョイ参加（農業研修生シャン（筆）） 

  

 

   マレーシア 研修生活動調査 
 

1 月 20 日～30 日、オイスカ東京本部と国内 4 センターの

研修担当者 6名でマレーシアを訪問し、OBOG研修生の活動

調査を行って参りました。 

クアラルンプールでは主に技能実習生OBを訪問し、送り出

し機関 MARA の施設見学や担当者、理事長と懇談致しまし

た。その後ボルネオ島へ渡り、サバ州では農業研修生 OB 達

のプロジェクトを訪問しました。アブラヤシやバナナの大規模

農園を経営している者やオイスカテノム研修センターの職員

をしながら、小規模に養豚を営んでいる者などがいました。 

来日研修で学んだ事を活かして活躍する彼らの姿に励まされ

ました。 

会員の皆様もぜひ、マレーシア、テノムセンターをご訪問

下さい。 

OISCA Facebook のカバー写真は、我々とテノム研修生で撮

ったものです（下の写真）           筑田 明生（筆） 

 

 

  

ト
マ
ト
の
接
ぎ
木
で
す 

 ハ
ウ
ス
の
準
備
ロ
ー
タ
リ
ー
で
す 

 



 

 

                            

                             

             
 

 
 

 
 

         
 

     

          

 
新
入
会
（
個
人
） 

加
藤
伸
尚(

愛
知
郡
東
郷
町) 

加
藤
健(
名
古
屋
市) 

新
入
会
（
法
人
） 

守
山
商
工
会(

名
古
屋
市) 

ス
ズ
ケ
ン
グ
ル
ー
プ
労
働
組
合
連
合
会(

名
古

屋
市) 

 
 

ベ
ル
マ
ー
ク 

柴
田
奈
々(

豊
田
市) 

 

 

更
新
会
員
名
簿 

ー
テ
ク
ト 

株
式
会
社
、
株
式
会
社 

ク
リ
ー

ン
商
事
、
愛
知
県
中
央
信
用
組
合
、
吉
岡
初

浩
、
武
田
税
理
士
事
務
所
、
株
式
会
社 

丸

三
、
日
進
工
業 

株
式
会
社
、
碧
南
商
工
会
議

所
、
株
式
会
社 

長
谷
川
設
備
工
業
、
浅
丘
自

動
車
整
備 

株
式
会
社
、
旭
鉄
工 

株
式
会

社
、
株
式
会
社 

平
岩
鉄
工
所
、
黒
龍
産
業 

株
式
会
社
、
石
橋
建
設
興
業 

株
式
会
社
、
鈴

木
勝
彦 

み
よ
し
（３
７
／
４
４
）
加
藤
伸
尚 

セ
ン
タ
ー
（３
３
／
４
０
）
髙
山
亜
美
、
株
式
会

社 

藤
恵
、
松
本
尚
人 

（一
月
末
ま
で
の
入
金
を
掲
載
） 

 

 

イ
ン
ク
カ
ー
リ
ッ
ジ 

中
部
プ
ロ
ボ
ノ
セ
ン
タ
ー(

名
古
屋
市)  

 

 

更
新
会
員
名
簿
（７
４
５
／
８
７
４
） 

安
城
（
８
１
／
８
０
）
三
浦
一
光
、
丸
中
鍛
工 

株
式
会
社
、
川
澄
敏
雄
、
安
城
市
長 

岡
崎
（
２
３
／
２
９
）
小
久
井
正
秋
、
内
田
康

宏
、
明
保
澄
雄 

尾
張
一
宮
（３
／
５
）Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
Ｏ 

蒲
郡
（７
／
９
）有
限
会
社 

香
ノ
木
商
事 

刈
谷
（
３
３
／
３
５
）
株
式
会
社 

勤
労
食
、
稲

垣
賢
治
、
伊
藤
直
樹
、
外
山
鉱
一
、
若
杉
里

子
、
株
式
会
社 

依
佐
美
、
株
式
会
社 

だ
る

ま
、
刈
谷
市
役
所 

豊
田
（
１
９
７
／
２
３
５
）
野
中
慎
吾
、
自
由
民

主
党
愛
知
第
十
一
選
挙
区
支
部
、
永
田
岳

志
、
豊
田
商
工
会
議
所
、
鈴
木
英
之
、
神
谷
典

之
、
藤
井
真
寿
美
、
オ
イ
ス
カ
石
野
友
の
会
、

Ｓ
Ｋ
’ｓ 

合
同
会
社 

名
古
屋
東
（
２
６
／
３
１
）
株
式
会
社 

リ
ア

ル
、
株
式
会
社 

タ
カ
ギ
ス
チ
ー
ル
、
株
式
会
社 

土
地
の
果
実
、
株
式
会
社 

エ
ア
ー
サ
プ
ラ
イ
、

Ｅ
ｂ
ク
リ
エ
イ
ト 

株
式
会
社
、
サ
ン
ス
リ
ー 

株
式
会
社
、
株
式
会
社 

ヘイ
シ
ン 

名
古
屋
北
（２
９
／
３
１
）
長
縄
裕
一
、
株
式
会

社 

テ
ク
ノ
ア
ン
カ
ー
、
森
藤
技
研
工
業
株
式

会
社 

春
日
井
工
場
、
神
谷
幸
輔 

名
古
屋
西
（２
１
／
２
７
）
大
塚
祥
之
、
北
野
尚

人
、
森
川
兵
一
、
波
田
野
浩
史
、
廣
瀬
ち
え
、

竹
内
み
ど
り
、
株
式
会
社 

Ｇ
Ｕ
Ｎ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
コ
ー

ポ
レ
ー
シ
ョ
ン 

丹
羽
（５
２
／
６
２
）株
式
会
社 

美
乃
寿
司 

西
尾
（
２
８
／
３
３
）
株
式
会
社 

は
と
屋
、
株

式
会
社 

あ
い
や
、
株
式
会
社 

ク
ロ
ト 

碧
南
高
浜
（
３
９
／
５
６
）
石
井 

拓
、
松
井
勝

彦
、
禰
宜
田
政
信
、
碧
南
市
議
会
議
長
、
新
美

雅
浩
、
丸
八
重
整
備 

株
式
会
社
、
榊
原
純
一

税
理
士
事
務
所
、
碧
南
市
役
所
、
有
限
会
社 

井
上
建
築
設
計
室
、
丸
共
通
運 

株
式
会
社
、

鳥
居
寛
英
、
ベ
ル
ウ
ッ
ド 

株
式
会
社
、
衣
浦
イ 

寄
付
金 

株
式
会
社 

淺
野
機
械
工
業
所(

豊
田
市) 

太
啓
建
設 

株
式
会
社(

豊
田
市) 

大
豊
工
業 

株
式
会
社(

豊
田
市) 

日
本
ガ
イ
シ 

株
式
会
社(

名
古
屋
市) 

明
興
産
業 

株
式
会
社(

知
多
郡
東
浦
町) 

和
合
精
機 

株
式
会
社(

豊
田
市) 

ト
ヨ
タ
紡
織 

株
式
会
社(

刈
谷
市) 

西
尾
自
動
車
学
校(

岡
崎
市) 

日
本
ガ
ス
ケ
ッ
ト 

株
式
会
社(

豊
田
市) 

東
豊
工
業 

株
式
会
社(

豊
田
市) 

株
式
会
社 

プ
ラ
テ
ィ
多
治
見(

岐
阜
県
多
治
見
市) 

河
合
秀(

豊
田
市) 

株
式
会
社 

ミ
ク
ロ
技
研
工
業(

豊
田
市) 

豊
田
市
教
育
自
主
研
究
グ
ル
ー
プ (

音
楽)(

豊
田
市) 

森
藤
左
ェ
門(

名
古
屋
市) 

林
重
喜(

岡
崎
市) 

鷲
見
三
恵
子(

刈
谷
市) 

藤
岡
商
工
会(

豊
田
市) 

C
K

D
 

株
式
会
社(

小
牧
市) 

小
杉
ラ
ス
マ
リ
ア(

豊
田
市) 

沢
田
美
智
子(

名
古
屋
市) 

松
本
佳
子(

知
多
郡
美
浜
町) 

安
成
工
業 

株
式
会
社(

安
城
市) 

株
式
会
社 

寿
恵
弘(

豊
田
市) 

坂
元
正
弘(

豊
田
市) 

大
嶋
雅
樹(

豊
田
市) 

松
岡
美
江
子(

三
重
県
桑
名
市) 

井
上
典
子(

知
立
市) 

株
式
会
社 

ハ
イ
パ
ー
ブ
レ
イ
ン(

名
古
屋
市) 

株
式
会
社 

大
喜
荘(

名
古
屋
市) 

株
式
会
社 

山
田
商
会(

名
古
屋
市) 

清
水
泰
弘(
名
古
屋
市) 

小
林
四
郎(
安
城
市) 

小
杉
裕
一
郎(
豊
田
市) 

小
杉
櫻(

豊
田
市) 

小
杉
明
日
神(

豊
田
市) 

ス
タ
ー
ラ
イ
フ 

株
式
会
社(
み
よ
し
市) 

神
山
忠
憲(

知
立
市) 

服
部
俊
美(

豊
田
市) 

 
 

 

 
 

寄
付
品 

柴
田
奈
々(

豊
田
市) 

株
式
会
社 

藤
恵(

幸
田
町) 

中
山
純
二(

豊
田
市) 

門
池
千
尋(

豊
田
市) 

高
木
養
鶏(

豊
田
市) 

竹
中
造
園
土
木
株
式
会
社(

碧
南
市) 

神
野
重
行(

名
古
屋
市) 

堀
池
尊
彦(

豊
田
市) 

光
岡
保
之(

豊
田
市) 

日
本
モ
ウ
ル
ド
工
業 

株
式
会
社(

安
城
市) 

 

 

 

寄
付
金 

村
上
典
子(

江
南
市) 

大
野
明
美(

東
海
市) 

小
柳
津
初
男(

静
岡
県
袋
井
市) 

吉
見
明
博(

三
重
県
四
日
市
市) 

株
式
会
社 F

or N
atu

re(

名
古
屋
市) 

中
根
勝
美(

岡
崎
市) 

森
田
惣
一(

豊
田
市) 

清
水
孝
紀(

豊
田
市) 

吉
村
淳
子(

瀬
戸
市) 

神
野
春
光(

名
古
屋
市) 

わ
た
な
べ
ピ
ア
ノ
教
室(

三
重
県
川
越
町) 

明
保
澄
雄(

岡
崎
市) 

服
部
俊
美(

豊
田
市) 

株
式
会
社 

天
狗
堂(

豊
田
市) 

奥
田
工
業 

株
式
会
社(

豊
田
市) 

 

書
き
損
じ
は
が
き 

鈴
木
康
予(

豊
田
市) 

堀
池
尊
彦(

豊
田
市) 

 

 


